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WordMinerと他の応用ソフトの併用

―内容分析の観点から―

大阪大学大学院  (日本学術振興会)
樋口 耕一
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　概要

•  WordMinerとコーディングソフト
               （KH Coder / 茶筌）の併用
–  WordMiner・KH Coderの操作手順

–  分析事例
 ※必要となる操作手順を織り交ぜながら、
　 分析事例を当日示す

•  テキストマイニングと内容分析
–  内容分析におけるコーディング

–  量的方法と質的方法

–  テキストマイニングにコーディングを取り
 入れる / 接合する
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　内容分析（Content Analysis）

•  広い応用範囲 （Pool ed. 1959; Stone 1997; … ）

–  マス・コミュニケーション
　　（新聞・ラジオ・テレビ）

–  社会調査や心理学実験

–  その他： 民話、小説、会話

–  実務的・商業的な局面：採用面接、市場調査

•  特長 （Holsti 1959; Krippendorff 1980; Riffe et al. 1988）

–  コミュニケーション「内容」

–  長期間に渡って蓄積された「内容」を扱える

–  対象の反応に影響されない（されにくい）
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　コーディング処理

•  分析者の観点が反映される

–  例えば「皺一つ無い制服を着た」人物
•  「几帳面な人物」として数え上げるのか？

•  「権威主義的な人物」として数え上げるのか？ Etc…

–  理論仮説 / 問題意識の操作化 (Osgood et al. 1957)

–  アンケート調査で言えば質問文の作成
　上手く質問文を作成してこそ、回答者の意識・態度等を、引き

出すことができる

•  コーディングとは

–  サンプルをいくつかのカテゴリに分類

–  分類することで、 数え上げることを始めとす
 る量的・統計的分析が可能に

–  カテゴリと分類基準（コーディングルール）
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　量的方法と質的方法　（Lazarsfeld & Barton 1951）

• 分析の流れ

–  コーディングルールの作成 （質）

–  量的・統計的分析 （量）

–  図表の解釈 // 素データへの回帰 （質）

    （必要に応じて 1. へ戻る）

•  互いに相補う関係
「質的方法が洞察にあふれ、量的方法が仮説検証のため
の単に機械的なものだと決めつけるべきではない。この両
者の関係は循環的なものである。すなわち、それぞれが
新たな洞察をもたらし、それによって他方に資するもので
ある」（Pool 1959: 192, 筆者訳）
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　テキストマイニングとの接合

• 「単語」を越えて：

–  分析者の観点にもとづいた分類

–  特に注目したい事柄を拾い出す

–  “disambiguation” : 同じ言葉でも文脈によっ

 て意味が変わってしまうことに対応

• 提案：２段階での分析　（樋口 2004, 2005）

– テキストマイニングによる探索的分析
この段階では、恣意的なものとなりうる単語の取捨選択・
編集（置換）は極力ひかえる

– コーディングルールの作成
・探索的分析の結果を参考にしながら、

・目的に添って自由に単語を取捨選択・編集する

（ここでは、「単語」だけにこだわらない）

・コーディングルールは開示する
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　WordMinerとKH Coderの併用

• 分析・操作の流れ

–  KH Coderによる分かち書きの結果を、
 WordMiner上に読み込む

–  WordMinerによる分析

–  KH Coderによるコーディング

–  コーディング結果をWordMiner等で分析

•  ソフト併用時の問題

–  分かち書きの方式が異なると、同じデータから
 異なる単語が取り出される → 分析が煩雑に

–  今回はKH Coder（茶筌）側にあわせることで、
 この問題に対処
  ※これによって、WordMiner上で品詞情報を利用でき
　  るようになる

☆

☆
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　分かち書き結果を出力 (KH Coder) ①

①  分かち書き

を実行する

②  分かち書き

の結果をファイ
ルに出力する
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　分かち書き結果を出力 (KH Coder) ②

①  「段落」となって

いることを確認する

②  「ＯＫ」をクリック
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　出力されるファイルの確認　※省略可

※品詞名についてはKH Coderのマニュアルを参照のこと
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　分かち書きの結果を読み込み

この設定で、KH Coder
から出力したファイルを
読み込む
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　読み込んだ変数を「構成要素変数」に変換

　「変数情報の管理」
→「変数の生成」
→「●構成要素変数を生成」
→「変数の種類を変更し、
　　新しい変数を生成」
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　生成した構成要素変数の確認　※省略可
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　分析用変数の作成（品詞の選択）
　「変数情報の管理」
→「変数の生成」
→「●構成要素変数を生成」
→「構成要素変数同士を併合
　　し、新しい変数を作成」
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　WordMinerによる分析

–  以上の手順で、KH Coder（茶筌）の分かち書き結果を
 用いての分析が可能に
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　KH Coderによるコーディング①

• 以下の条件を and / or / not / () で組み合わせる

(自動抽出された語ではなく) 「多ければ」という文字列が出現し
ていれば

文字列

(先頭から数えて) 50番目以降100番目までの文書であれば文書の番号

(データが自由回答の場合) 1語のみからなる回答であれば文書の長さ

(データが自由回答の場合) 女性の回答であれば外部変数

「愛」と「恋」があわせて3回以上出現していれば語の出現数

「卒業」と「論文」が連続して出現していれば語のフレーズ

「愛」という語が出現していれば語の有無

条件の具体例指定できる条件

• 指針：
WordMinerによる探索的分析の結果を参考に、重要と思われる事
柄を、条件指定（コーディングルール）によって拾い出していく
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　KH Coderによるコーディング②

• 単純なor接続
＊告白 ←コード名

告白 or 打ち明ける or 自白 or 白状 ←コードを与える条件

※（機能としては）WordMinerによる置換と同じ

• Notの利用
＊仕事

仕事 or 会社 or ( 会議 and not 井戸端 )

※「井戸端での会議」は省かれる

• 変数の利用
＊お嬢さん

お嬢さん or ( 奥さん and <>見出し1-->上＿先生と私 )

＊奥さん

奥さん and <>見出し1-->下＿先生と遺書

※「上」に登場する「奥さん」は、「＊お嬢さん」と見なす

 必要なだけ、このような条件を作成する
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　コーディング結果の分析

WordMiner、あるいは統計・表計算ソ

フト向けに、コーディング結果を出力

簡単な集計はKH
Coder上でも可能
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